
１　調査の概要

（１）調査期間 令和4年11月14日～令和4年11月30日

（２）調査方法 郵送、電子申請

（３）調査対象 県政モニター　195名

（４）回収数(率) 177名（90.8%）

（５）調査内容 富山県内の海岸環境について

２　調査結果の概要

※回答率 は、小数点第２位を四捨五入したため、合計が 100 ％にならない場合があります。

あなたの年齢について教えてください。

■ 20歳代 ■ 50歳代

■ 30歳代 ■ 60歳代

■ 40歳代 ■ 70歳以上

あなたのお住まいの地域を教えてください。

■ 新川地域（魚津市、黒部市、入善町、朝日町）

■ 富山地域（富山市、滑川市、舟橋村、上市町、立山町）

■ 高岡・射水地域（高岡市、氷見市、射水市）

■ 砺波地域（砺波市、小矢部市、南砺市）

富山県内の海岸環境についてお聞きします。

富山県内の海岸は、美しく誇れるものと思いますか。

■ そう思う

■ ややそう思う

■ あまり思わない

■ 思わない

■ わからない
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富山県内の海岸に漂着するごみの多くはどこから流れてきていると思いますか。

■ 富山県内から

■ 中国や韓国、ロシアなどの国外から

■ わからない

■ 石川県や新潟県などの隣県から

■ その他

落ちているごみや屋外において管理が不十分な物が、風や雨などにより

川に流出して、海洋ごみの原因の一つになっていると考えられ、ごみ拾い

活動は効果的な対策の一つです。あなたは、どのような状況であれば、

日常的にごみ拾いに取り組もうと思いますか。

■ 自宅の近辺であれば拾う

■ 現在すでに取り組んでいる

■ 拾ったごみを集積する場所が近くにあれば拾う

■ ごみ拾いの必要性が理解できれば拾う

■ 自分が所属する学校や会社などから勧められれば拾う

■ ごみ袋やトングなどの道具があれば拾う

■ 自分以外の人たちも取り組んでいれば拾う

■ そもそもごみ拾いをしようと思わない

■ その他

問5で「そもそもごみ拾いをしようと思わない」と回答した方にお聞きします。

ごみ拾いをしようと思わない理由はなんですか。 （複数回答可）
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その他

分別が面倒だから

拾ったごみをどうすべきか分からないから

ごみが落ちていると思わないから（落ちていないから）

必要性を感じないから

拾ってもきりがないから

ごみを拾う時間的な余裕がないから

自分が捨てたごみではないから

ごみを拾うことに衛生面の観点から抵抗があるから
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